
　 質問議員　15 名
　 質　　問　29 項目
※質問・答弁要旨は質問した議員が書い

たものですが、その後、広報広聴特別
委員会において校正を行っています。
その他の質問については、廿日市市議
会ホームページで映像をご覧いただけ
ます。

一般質問とは？
議員が、市政全般に関して執行者（市長等）にその執行の
状況や将来の方向、また住民生活に密接に関わる事項等に
ついて質問すること、あるいは政策を提言することをいい
ます。皆さんの生活に関わる大切な質問です。あなたが関
心をもった質問はありますか？

一般質問

宮
島
の
公
共
交
通
は

タ
ク
シ
ー
及
び
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
「
メ
イ
プ
ル

ラ
イ
ナ
ー
」
の
２
つ
で
あ

る
。

観
光
客
が
多
い
と
き
は
タ

ク
シ
ー
は
不
足
し
、
メ
イ

プ
ル
ラ
イ
ナ
ー
も
住
民
の

方
が
利
用
で
き
な
い
こ
と

が
多
く
あ
る
。

今
年
１
月
、
自
主
運
行
バ

ス
に
お
け
る
小
学
生
・
障

が
い
者
の
運
賃
引
き
下
げ

に
つ
い
て
の
新
聞
報
道
が

あ
り
、
２
月
１
日
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
対
象
に
メ

イ
プ
ル
ラ
イ
ナ
ー
が
入
っ

て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
市
の
見
解
を
問
う
。

メ
イ
プ
ル
ラ
イ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
、
市
自

主
運
行
バ
ス
と
同
様
に
小

児
は
80
円
で
、
今
ま
で
設

定
の
な
か
っ
た
障
が
い
者

は
80
円
に
、
ま
た
障
が
い

の
あ
る
小
児
は
40
円
で
利

用
で
き
る
よ
う
運
行
事
業

者
と
調
整
し
て
い
る
。

宮
島
地
域
内
乗
合
タ
ク
シ

ー
利
用
券
の
令
和
６
年
度

分
の
有
効
期
限
は
、
７
年

３
月
31
日
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
小
児
・
障
が

い
者
の
運
賃
負
担
の
改
定

を
反
映
し
た
新
た
な
利
用

券
は
７
年
度
分
か
ら
交
付

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
域
住
民
へ
の
周
知
を
含

め
、
７
年
４
月
１
日
か
ら

円
滑
に
運
用
開
始
で
き
る

よ
う
調
整
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問答

包
ヶ
浦
へ
の
高
付
加

価
値
旅
行
者
誘
致
の

件
で
協
議
会
を
通
じ
地
元

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

市
の
提
案
を
、
改
め
て
白

紙
に
戻
し
地
元
と
一
体
と

な
っ
た
質
の
向
上
を
目
指

す
べ
き
で
あ
り
、
昨
年
の

宮
島
の
訪
問
者
は
過
去
最

高
に
な
っ
た
が
、
日
帰
り

客
が
多
く
、
宿
泊
な
ど
消

費
額
の
向
上
を
目
指
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
包
ヶ
浦
に
つ
い
て

は
、
廿
日
市
市
、
宮
島
に

と
っ
て
持
続
可
能
な
観
光

に
繫
が
る
活
用
策
を
し
っ

か
り
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

包
ヶ
浦
自
然
公
園
は
、

厳
島
神
社
や
土
産
・

飲
食
店
が
集
積
す
る
エ
リ

ア
と
は
異
な
る
宮
島
の
良

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場

所
で
あ
り
、
こ
の
場
所
で

付
加
価
値
の
高
い
宿
泊
・

滞
在
環
境
を
整
備
し
、
ま

た
、
自
然
豊
か
な
環
境
を

生
か
し
た
ソ
フ
ト
面
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
包
ヶ
浦

自
然
公
園
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
生
か
し
、

宮
島
を
は
じ
め
、
市
域
全

体
の
活
性
化
や
観
光
消
費

額
の
底
上
げ
な
ど
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。
包
ヶ
浦
の

利
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、

利
活
用
検
討
協
議
会
を
は

じ
め
、
昨
年
11
月
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
団
体
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
利
活
用
方

針
案
を
策
定
し
て
い
る
。

問答

大﨑　勇一 議員

メ
イ
プ
ル
ラ
イ
ナ
ー
の

�

運
賃
割
引
に
つ
い
て

林　　忠正 議員

地
域
や
事
業
者
等
と
一
体

と
な
っ
た
観
光
振
興
を

そ
の
他
の
質
問

・
大
野
地
域
に
屋
内
プ
ー
ル

の
設
置
を

そ
の
他
の
質
問

・
若
者
世
代
の
流
出
対
策
に

つ
い
て

・
認
知
症
初
期
段
階
で
の
効

果
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
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こ
れ
ま
で
中
山
間
地

域
の
振
興
策
と
し
て

内
陸
部
へ
の
産
業
団
地
、

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、

中
央
水
路
、
小
水
力
発
電
、

ジ
ビ
エ
加
工
所
の
整
備
な

ど
提
案
し
て
き
た
。
佐
伯
、

吉
和
地
域
の
総
合
計
画
と

も
言
え
る
中
山
間
地
域
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
そ
の
取

り
組
み
を
掲
げ
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
10
年

後
の
将
来
像
を
掲
げ
、

中
山
間
地
域
の
現
状
や
課

題
、
魅
力
、
資
源
、
市
民

ニ
ー
ズ
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
将
来
像
の
方
向
性
を
定

め
、
具
体
的
な
中
山
間
地

域
振
興
計
画
も
策
定
す
る
。

内
陸
部
の
産
業
団
地
、
小

水
力
発
電
の
整
備
な
ど
も

各
部
署
で
決
定
さ
れ
た
も

の
は
計
画
に
掲
載
す
る
。

子
ど
も
達
に
と
っ
て
望
ま

し
い
教
育
環
境
に
つ
い
て

①
市
は
、
現
在
の
学

校
規
模
の
状
況
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

②
望
ま
し
い
教
育
環
境
を

確
保
す
る
た
め
に
基
本
的

な
考
え
を
示
し
、
実
現
に

向
け
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

①
市
立
小
・
中
学
校

の
状
況
は
小
17
校
の

う
ち
約
５
割
の
９
校
が
、

中
は
10
校
の
う
ち
７
割
の

７
校
が
標
準
規
模
に
達
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

②
複
式
学
級
の
発
生
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
保
護
者
、
地

域
住
民
、
学
校
な
ど
一
緒

に
教
育
環
境
の
改
善
策
を

検
討
し
、
実
践
し
て
い
く
。

ま
た
適
切
な
段
階
で
改
善

策
の
検
討
に
着
手
で
き
る

よ
う
基
準
を
定
め
て
お
く
。

問答

問答

宮
島
口
を
起
点
と
す

る
渋
滞
問
題
は
、
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
市

当
局
に
お
い
て
も
、
道
路

改
良
や
社
会
実
験
、
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
緩
和

を
図
っ
て
お
り
、
数
値
的

な
改
善
傾
向
は
見
ら
れ
る

が
、
市
民
の
実
感
で
は
改

善
と
は
言
い
難
い
状
況
に

あ
る
。
昨
今
で
は
、
ホ
テ

ル
等
の
建
設
計
画
も
あ
り
、

集
客
施
設
の
増
加
に
イ
ン

フ
ラ
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
。
今
後
ど
う
取
り
組
む

か
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
で
、
平
均
旅
行
速

度
を
20
㎞
以
上
と
す
る
目

標
を
設
定
し
た
。
令
和
５

年
度
の
結
果
と
し
て
、
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
。
今

後
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

広
島
岩
国
道
路
の
割
引
の

期
間
・
区
間
の
拡
大
な
ど
、

必
要
と
考
え
る
対
策
を
宮

島
口
交
通
円
滑
化
協
議
会

に
提
案
す
る
。

問

答

新
年
早
々
、
吉
和
地

域
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場

を
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
化
す
る

計
画
話
が
舞
い
込
ん
で
き

た
。
吉
和
地
域
の
貴
重
な

観
光
資
源
で
も
あ
り
、
こ

の
計
画
に
対
す
る
市
の
見

解
を
問
う
。

①
水
環
境
や
廃
棄
パ
ネ
ル

問
題
へ
の
課
題
に
つ
い
て

の
見
解
は
ど
う
か
。

②
一
方
的
な
進
め
方
に
な

ら
な
い
よ
う
、
市
と
し
て

説
明
や
話
し
合
い
の
場
の

提
供
を
働
き
掛
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

①
②
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
発
電
設
備
の

大
き
さ
や
土
地
造
成
の
有

無
、
Ｆ
Ⅰ
Ｔ
制
度
の
活
用

な
ど
詳
細
な
情
報
を
得
て

い
な
い
が
、
事
業
が
関
係

法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
住
民
理
解
の
も

と
適
正
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
情
報
収
集
に
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

カ
ス
ハ
ラ
防
止
の
た
め

条
例
制
定
の
研
究
を

カ※
❺
ス
ハ
ラ
被
害
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
、

カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
調
査
研
究
す

る
考
え
は
な
い
か
。

東
京
都
の
カ
ス
ハ
ラ

防
止
条
例
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
自
治
体
が
注

目
し
て
い
る
。

国
は
企
業
向
け
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
公
表
や
、
法
的

措
置
や
対
策
強
化
の
閣
議

決
定
も
さ
れ
て
い
る
。

現
状
、
条
例
制
定
に
向
け

た
検
討
の
考
え
は
な
い
が
、

引
き
続
き
政
策
に
関
す
る

情
報
取
集
と
、
国
や
県
の

動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

問答

問答

そ
の
他
の
質
問

・
保
育
士
報
酬
引
き
上
げ
に

伴
う
課
題
に
つ
い
て

・
大
野
地
域
中
山
地
区
の
活

性
化

山田　武豊 議員

渋
滞
緩
和
の
施
策
展
開
は

岡本　敏博 議員

中
山
間
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
む
け
て

栗栖　俊泰 議員

吉
和
地
域
の
ゴ
ル
フ
場

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
化
に
待
っ
た
を
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国
に
お
い
て
は
、
観

光
は
成
長
戦
略
の
柱
、

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
地

方
へ
の
誘
客
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
本
市
で
も
、

観
光
地
づ
く
り
に
、
宮
島

を
中
心
に
観
光
客
誘
致
に

取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
経

済
効
果
を
見
込
む
べ
き
だ
。

令
和
11
年
に
は
、
新
機
能

都
市
開
発
に
400
万
人
の
観

光
客
を
推
定
す
る
観
光
施

設
が
進
め
ら
れ
、
近
い
将

来
、
観
光
客
の
競
合
が
予

想
さ
れ
る
。

世
界
の
観
光
ト
レ
ン
ド
を

視
野
に
、
質
の
向
上
に
力

点
を
置
き
、
観
光
消
費
の

拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
今
後
の
具
体
的
な

取
り
組
み
内
容
を
問
う
。

観
光
は
、
地
域
活
性

化
の
切
り
札
と
し
て
、

観
光
施
策
の
充
実
・
強
化

が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
後
は
、
質

の
向
上
と
魅
力
づ
く
り
が

不
可
欠
で
あ
り
、
高
付
加

価
値
な
観
光
地
づ
く
り
は
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

現
在
、
協
議
・
検
討
を
進

め
て
い
る
包
ヶ
浦
自
然
公

園
に
つ
い
て
も
、
次
代
を

見
据
え
た
宿
泊
、
自
然
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

点
と
し
て
、
市
民
を
は
じ

め
、
国
内
外
の
方
々
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
利
活
用

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

宮
島
だ
け
で
な
く
、
市
域

全
体
に
わ
た
っ
て
魅
力
あ

る
観
光
資
源
が
加
わ
る
こ

と
と
な
り
、
中
山
間
地
域

な
ど
へ
の
周
遊
も
期
待
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
や

事
業
者
、
関
係
団
体
と
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問答

令
和
７
年
度
施
政
方

針
に
、
高
齢
者
施
策

が
あ
ま
り
な
い
。
主
要
事

業
の
中
に
は
、
継
続
事
業

の
み
の
記
載
も
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
点
を
問
う
。

①
社
会
保
障
費
の
増
大
な

ど
２
０
２
５
問
題
で
、
本

市
の
主
な
課
題
は
何
か
。

②
新
年
度
予
算
で
の
主
な

高
齢
者
施
策
は
何
か
。

③
高
齢
者
施
策
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
市
民
へ
周
知

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

①
相
談
体
制
、
医
療

と
介
護
の
連
携
、
介

護
予
防
と
健
康
づ
く
り
、

認
知
症
施
策
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
人
材
、
の
６

つ
の
課
題
を
、
４
つ
の
基

本
方
針
と
18
の
施
策
で
事

業
推
進
し
て
い
る
。

②
「
介
護
予
防
・
健
康
づ

く
り
の
推
進
」
で
は
、
百

歳
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
介
護
予
防
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
対
象
化
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
す
る
。「
認

知
症
施
策
の
推
進
」
で
は
、

認
知
症
家
族
介
護
教
室
の

実
施
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

企
業
等
認
定
制
度
の
創
設

を
す
る
。「
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
」
で

は
、
増
え
る
介
護
認
定
申

請
に
対
し
て
介
護
認
定
審

査
会
の
Ｄ
Ｘ
化
等
を
進
め
、

運
転
免
許
証
の
高
齢
者
自

主
返
納
対
象
年
齢
を
70
歳

か
ら
65
歳
に
引
き
下
げ
る
。

新
た
に
地
域
共
生
社
会
推

進
室
を
設
け
る
。

③
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
連
絡
先
を
、
市
の
高
齢

者
部
門
か
ら
発
送
す
る
封

筒
の
裏
面
に
記
載
す
る
。

問答

本
市
の
防
災
対
策
は

多
様
な
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
避
難
所
環
境
や

備
蓄
品
、
高
齢
者
等
の
要

支
援
者
以
外
に
も
、
女
性

や
ペ
ッ
ト
へ
の
配
慮
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
防
災
士

は
目
標
の
300
人
を
突
破
し

た
が
、
高
齢
化
や
実
働
者

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
特
に
女
性
防
災
士
の

役
割
が
重
要
視
さ
れ
る
一

方
、
組
織
運
営
の
課
題
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

自
主
防
災
組
織
だ
け
で
な

く
、
市
全
体
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

①
女
性
防
災
士
を
増
や
す

の
か
、
そ
う
で
あ
れ
ば
ど

ん
な
取
り
組
み
を
行
う
か
。

②
防
災
士
の
活
動
、地
域・

行
政
と
の
関
り
に
つ
い
て

問
う
。

①
女
性
防
災
士
は
、

女
性
の
視
点
を
活
か

し
、
高
齢
者
や
女
性
、
子

ど
も
に
対
す
る
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
や
、
安
全
に
生
活

で
き
る
環
境
整
備
等
に
必

要
。
各
地
区
に
一
人
は
必

要
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
養

成
し
た
防
災
士
の
活
動
状

況
等
の
現
状
と
課
題
の
把

握
と
共
に
、
自
主
防
災
組

織
と
養
成
に
も
協
働
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

②
地
域
と
行
政
は
、
災
害

時
の
情
報
共
有
は
も
と
よ

り
、
平
時
か
ら
市
の
防
災

施
策
、
防
災
計
画
、
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
共
有
し
、

よ
り
密
接
に
連
携
し
て
防

災
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

答

山下竜太郎 議員

施
政
方
針
に
お
け
る

�

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

堀田　憲幸 議員

観
光
客
誘
致
で

�

経
済
の
活
性
化
を

佐々木由華 議員

防
災
へ
の
対
策
に
つ
い
て
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施
政
方
針
で
、
本
市

は
社
会
の
変
化
を
先

取
り
す
る
「
進
化
す
る
ま

ち
」
で
あ
り
続
け
た
い
と

謳
っ
て
い
る
。
人
材
不
足

が
深
刻
化
す
る
現
在
、
高

齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
人

た
ち
が
働
き
や
す
い
ま
ち

と
し
て
、
商
工
会
議
所
、

市
内
各
商
工
会
と
協
議
し
、

「
座
っ
て
仕
事
Ｏ
Ｋ
都
市

宣
言
」
を
し
、
社
会
の
ニ

ー
ズ
を
先
取
り
し
た
形
で
、

働
き
方
の
仕
組
み
を
変
え

た
都
市
と
な
っ
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

民
間
レ
ベ
ル
で
「
立

ち
っ
ぱ
な
し
」
問
題

の
解
決
を
目
指
し
小
売
業

や
宿
泊
業
な
ど
に
お
い
て

椅
子
に
座
っ
て
働
く
こ
と

を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
独

自
に
椅
子
を
開
発
配
布
し
、

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
今
後
も
座
っ
て
働
き

た
い
と
答
え
た
人
が
７
割

を
占
め
る
結
果
と
な
り
、

小
売
業
な
ど
業
界
全
体
の

働
き
方
の
風
土
改
革
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
と
考
え

る
。
こ
の
宣
言
の
着
眼
点

は
働
く
人
の
事
情
に
応
じ

寄
り
添
っ
た
提
案
だ
と
感

じ
て
い
る
。
経
営
者
の
意

識
変
革
が
重
要
と
な
る
の

で
、
議
員
か
ら
の
提
案
を

受
け
市
内
経
済
団
体
等
で

構
成
す
る
廿
日
市
市
産
業

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
に
お

い
て
効
果
的
に
普
及
・
啓

発
で
き
る
企
画
立
案
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問答

①
家
庭
系
と
事
業
系

の
食
品
ロ
ス
の
量
は
。

②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど

の
取
り
組
み
で
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
、
ど
の
程
度
の

支
援
が
で
き
て
い
る
か
。

③
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
導
入
は
可
能
か
。

④
全
市
的
な
連
携
の
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作

り
は
可
能
か
。

①
家
庭
系
は
約
１
０

７
０
ｔ
、
事
業
系
に

つ
い
て
は
令
和
６
年
度
か

ら
調
査
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

②
今
年
度
１
月
末
ま
で
に
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

は
延
べ
27
件
で
あ
る
。

③
広
島
県
が
令
和
７
年
度

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を

検
討
し
て
い
る
。
本
市
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

県
準
備
の
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
を
検
討
し
た
い
。

④
廿
日
市
つ
な
が
る
ネ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
た
全
市

的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

作
り
を
検
討
し
た
い
。

も
っ
と
も
っ
と
子
育
て

し
や
す
い
廿
日
市
に

①
廿
日
市
沿
岸
部
地

域
に
お
け
る
中
高
生

の
た
め
の
自
主
学
習
ス
ペ

ー
ス
の
不
足
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

②
あ
い
プ
ラ
ザ
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
は
可
能
か
。

①
今
年
度
中
学
生
対

象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
る

意
見
が
多
か
っ
た
が
、
既

存
の
公
共
施
設
内
の
ス
ペ

ー
ス
確
保
は
困
難
で
あ
る
。

②
多
様
な
利
用
者
と
の
共

用
な
ど
一
定
条
件
が
揃
え

ば
、
多
目
的
利
用
の
一
つ

と
し
て
検
討
可
能
で
あ
る
。

問答

問答

２
０
３
０
年
ま
で
に

生
物
多
様
性
を
回
復

軌
道
に
乗
せ
る
と
い
う
新

た
な
世
界
目
標
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ

15
で
採
択
さ
れ
た
。
経
済

社
会
活
動
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
生
物
多
様
性
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た

め
問
う
。

①
生
物
多
様
性
に
対
し
社

会
全
体
の
認
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
、
具

体
的
な
施
策
も
必
要
。
本

市
、
次
期
総
合
計
画
に
入

れ
込
む
計
画
は
あ
る
か
。

②
宮
園
小
学
校
に
あ
る

「
ビ
オ
ト
ー
プ
」
に
は
、

二
重
原
か
ら
の
山
水
を
引

い
て
い
る
。
沢
山
の
生
き

物
が
生
息
し
て
お
り
、
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
も
生
息
し
て

い
る
。
開
発
と
合
わ
せ
、

生
態
系
に
配
慮
し
た
対
応

を
望
む
が
ど
う
か
。

①
ネ※
❻
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
関
係
す
る

生
物
多
様
性
の
保
全
に
関

し
て
は
、
廿
日
市
市
環
境

基
本
計
画
の
中
で
、
自
然

環
境
に
つ
い
て
の
基
本
的

施
策
は
示
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
実
行
計
画
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
。
令
和
７

年
度
に
調
査
検
討
等
を
行

っ
て
基
本
方
針
を
定
め
、

令
和
８
年
度
に
と
り
ま
と

め
、
上
位
計
画
で
あ
る
次

期
総
合
計
画
へ
も
、
そ
の

方
向
性
を
反
映
さ
せ
る
。

②
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
は
、
開
発
許
認
可
の
取

得
予
定
で
あ
る
令
和
７
年

の
夏
頃
ま
で
に
決
定
し
た

い
。
ま
た
、
生
態
系
に
影

響
な
い
よ
う
に
す
る
。

問

答

吉屋　智晴 議員

効
果
的
な
食
品
ロ
ス
削
減
の

た
め
に
全
市
的
な
連
携
を

井上佐智子 議員

「
座
っ
て
仕
事
Ｏ
Ｋ

�

都
市
宣
言
」
を

隅田　仁美 議員

生
物
多
様
性
保
全
・

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
強
化

そ
の
他
の
質
問

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
円
滑
な
実
施
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
佐
伯
高
校
存
続
の
た
め
の

発
展
的
支
援
策

・
宮
島
の
繁
忙
期
と
閑
散
期

の
観
光
施
策
の
改
革
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広
島
市
と
廿
日
市
市

の
２
つ
の
世
界
遺
産

を
結
ぶ
全
国
都
道
府
県
対

抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会
は

今
年
30
回
目
を
迎
え
、
支

え
る
沿
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
多
く
の
市
民
が
参
加

し
盛
り
上
げ
て
い
る
が
こ

の
大
会
に
つ
い
て
問
う
。

①
本
市
の
沿
道
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
や
動

員
方
法
に
つ
い
て
。

②
大
会
を
通
じ
た
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
は
。

①
大
会
の
安
全
運
営

の
た
め
の
沿
道
整
理

や
警
察
の
交
通
規
制
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
ほ
か
多

く
の
団
体
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
市
職
員
を
含
め
一

般
公
募
を
し
て
い
る
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

団
体
に
よ
る
「
さ
さ
え
る

ス
ポ
ー
ツ
」
と
、
沿
道
の

応
援
に
よ
る
「
み
る
ス
ポ

ー
ツ
」
が
大
会
を
成
功
に

導
い
た
こ
と
か
ら
も
、
組

織
団
体
が
「
あ
つ
ま
り
、

と
も
に
、
つ
な
が
る
」
力

が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
展
開
し
た
い
。

本
市
の
「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

か
ら
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
へ
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
と
し

て
広
島
市
・
尾
道
市

な
ど
が
導
入
し
て
い
る
、

本
市
で
育
っ
た
若
者
が
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン（
廿
日
市
市
）

に
戻
る
３
世
代
同
居
近
居

支
援
制
度
に
つ
い
問
う
。

地
方
へ
の
人
流
を
促

進
す
る
「
地
方
創
生

移
住
支
援
事
業
」
や
国
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
・

子
育
て
エ
コ
ホ
ー
ム
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問答

問答

令
和
７
年
度
施
政
方

針
に
「
す
べ
て
の
市

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」

と
あ
る
が
、
次
の
点
を
問

う
。

①
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が

よ
り
実
感
で
き
る
ま
ち
に

向
け
て
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
に
つ
い
て

②
市
民
に
よ
り
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
に
つ
い
て

①
次
期
廿
日
市
市
総

合
計
画
の
策
定
に
向

け
て
は
、
子
育
て
世
代
や

各
種
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
た
。
ま
ち

の
将
来
像
は
「
安
心
に
包

ま
れ　

ワ
ク
ワ
ク
が
広
が

る　

未
来
へ
の
挑
戦
を
楽

し
む
ま
ち 

つ
な
ぎ 

つ
な

が
り 

と
も
に
歩
む
」
と

し
た
。
ま
た
、
幸
福
感
な

ど
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

指
標
を
設
定
す
る
。
ま
ち

づ
く
り
は
、
時
間
と
共
に

変
わ
り
続
け
て
成
長
し
て

い
く
道
の
り
で
も
あ
る
。

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、

分
野
毎
に
10
年
後
の
目
標

を
描
き
な
が
ら
、
バ※
❽
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
施
策

検
討
す
る
と
共
に
、
市
民

と
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
よ
り
実
感
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
。

②
高
齢
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
受
け
手
が
い
る
こ
と
を

意
識
し
、
複
数
の
情
報
発

信
媒
体
で
情
報
発
信
し
、

情
報
格
差
を
生
み
出
さ
な

い
様
に
す
る
。
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
が
よ
り
実
感
で

き
る
ま
ち
に
向
け
、
戦
略

的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問答

包
ヶ
浦
自
然
公
園
に

つ
い
て
署
名
等
で
示

さ
れ
た
民
意
を
尊
重
し
た

対
応
を
求
め
て
問
う
。

①
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
飛
行
場

外
離
着
陸
場
）
の
利
用
想

定
は
。

②
包
ヶ
浦
自
然
公
園
管
理

事
業
の
事
故
繰
越
に
つ
い

て
の
現
状
は
。

③
希
少
生
物
の
生
育
環
境

が
守
れ
る
の
か
。

④
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
進
出

な
ど
、
宿
泊
施
設
を
め
ぐ

る
周
辺
環
境
に
大
き
な
変

化
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
市

の
方
針
転
換
が
必
要
で
は
。

①
災
害
時
や
救
急
搬

送
、
物
資
運
搬
、
交

通
ア
ク
セ
ス
な
ど
臨
時
的

な
許
可
を
行
い
活
用
す
る
。

②
相
手
方
と
の
協
議
が
整

い
、
変
更
契
約
締
結
、
12

月
に
委
託
料
支
払
い
を
完

了
。
出
来
高
に
つ
い
て
相

手
方
の
責
に
帰
せ
な
い
業

に
つ
い
て
減
額
変
更
し
た
。

③
保
護
と
利
用
の
観
点
か

ら
適
切
な
土
地
利
用
を
図

っ
て
い
く
。

④
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
好
機
と

捉
え
、
包
ヶ
浦
自
然
公
園

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
生
か
し
市
域
全
体
の

活
性
化
等
に
繋
げ
た
い
。

現
状
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

も
使
う
の
か
。
ま
た
、

元
の
公
募
要
領
に
あ
る
よ

う
に
新
た
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
設
け
る
可
能
性
は
。

エ
リ
ア
リ
ン
グ
の
考

え
方
が
変
化
し
た
の

で
、
今
後
検
討
す
る
。

問答

問答

中島　康二 議員

ウ※
❼

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

�

ま
ち
に
向
け
て

徳原　光治 議員

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

大畑　美紀 議員

宮
島
包
ケ
浦
自
然
公
園

�

市
の
方
針
転
換
を

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
生
活
・
営
業
を
守
る

施
策
を

・
図
書
館
施
策
の
推
進
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①
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら
れ

る
中
、
人
へ
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
行
政
施

策
の
展
開
が
必
要
と
考
え

る
が
、
施
策
の
展
開
に
つ

い
て
問
う
。

②
文
化
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ

施
策
推
進
の
た
め
の
戦
略

を
問
う
。

①
「
ス
マ
ー
ト
市
役

所
、
書
か
な
い
・
待

た
な
い
・
行
か
な
く
て
も

い
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
」
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
証
明
書
な

ど
の
交
付
請
求
に
つ
い
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る

よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
に
難
し
さ
を
感
じ
る
市

民
も
い
る
こ
と
か
ら
、
完

全
な
デ
ジ
タ
ル
化
は
困
難

で
あ
り
、
職
員
が
丁
寧
に

対
応
す
る
書
面
手
続
き
も

継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

②
本
市
の
文
化
芸
術
活
動

は
、
文
化
ホ
ー
ル
や
美
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
セ
ン

タ
ー
等
の
公
共
施
設
を
中

心
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、

「
廿
日
市
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
施
策

は
、「
廿
日
市
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
」
を
基
本
に

重
点
施
策
を
定
め
、
各
種

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
「
市

役
所
内
の
連
携
強
化
」
の

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
推

進
の
た
め
の「
人
的
資
源
」

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
議

論
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答

田中　憲次 議員

ま
ち
づ
く
り
の

�

将
来
計
画
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
の

主
な
質
疑

❶フレックスタイム（P7）
一定の期間に働く総労働時間をあらかじめ決め、その範囲内で労働者が出社・退社の
時間を自由に選べる制度のこと。

❷サウンディング（P7）
一般的には「サウンディング型市場調査」と呼ばれ、地方公共団体が所有する土地や
施設の活用方法について、民間の事業者から広くアイデアや意見を聞くために行う。

❸財源調整的基金（P8）
財政調整基金、公共施設等整備基金、減債基金の総称。

❹ＤＭＯ（Destination�Management�Organization）（P10）
観光地域づくり法人のこと。地域の多様な関係者と協同し、明確なコンセプトに基づ
く観光地づくりを行う司令塔となる法人。

❺カスハラ（P12）
カスタマーハラスメントの略。顧客が企業や従業員に対して行う不当な要求や迷惑行
為（暴言や威圧的な態度、過剰なクレーム、土下座の強要など）を指す。

❻ネイチャーポジティブ（P14）
生物多様性の損失を止め、回復軌道に乗せることを意味する（生物多様性や自然資本
の観点から、社会・経済活動による自然への負の影響を抑え、プラスの影響を与える
ことを目指す概念）。

❼ウェルビーイング（P15）
身体的・精神的・社会的に良いことをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人
生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。

❽バックキャスティング（P15）
未来の理想像を先に描き、その実現に向けて現在から逆算して計画を立てる思考法。

用語説明
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